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祭
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札
幌
護
国
神
社

奉
賛
会
入
会
の
お
願
い

戦
後
、
宗
教
法
人
と
し
て
自
立
自
存
す
る
為
、

心
あ
る
関
係
皆
様
に
よ
り
護
持
運
嘗
を
致
し
て

お
り
ま
す
。

会
員
は
遺
族

・
戦
友
に
限
ら
ず
、　
一
般
崇
敬

者
皆
様
の
ご
奉
賛
給
わ
り
ま
す
れ
ば
幸
甚
の
至

り
で
あ
り
ま
す
。

会
費
は
次
の
通
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。

奉
賛
会
員

　
一
口
　
参
千
円

（年
間
）

賛
助
会
員

　
一
口
　
士官
万
円

（年
間
）

※
ご
入
会
の
方
は
社
務
所
に
ご
連
絡
願
い
ま
す
。

御
　
　
由
　
　
緒

当
神
社
は
明
治
十
年
の
西
南
の
役
に
戦
病
没
し
た
屯

田
兵
の
霊
を
お
慰
め
致
す
た
め
に
明
治
十
二
年
に
御
祭

祀
申
し
上
げ
て
今
年
で

一
三
二
年
に
相
成
り
ま
し
た
。

最
初
は
北
六
条
西
七
丁
日
偕
楽
園
前
に
招
魂
碑
を
建
立

し
、
明
治
四
十
四
年
二
月
に
中
島
公
園
に
移
し
、
日
露

戦
役
に
よ
り
乃
木
将
軍
の
直
筆
に
よ
る
忠
魂
碑
が
完
成

さ
れ
、
昭
和
八
年
に
現
在
地
に
御
神
殿
を
造
営
し
、
御

祭
儀
を
執
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
幾
多
戦
役

の
戦
病
没
者
の
霊
と
殉
職
警
察
官
、
殉
難
消
防
官
の
霊

を
合
祀
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

昭
和
四
十
二
年
に
は
不
慮
の
火
災
に
会
い
、
御
神
殿

を
焼
失
し
ま
し
た
が
、
皆
様
方
の
御
奉
賛
に
よ
り
昭
和

四
十
五
年
の
夏
、
荘
厳
を
誇
る
御
社
殿
が
完
成
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
昭
和
四
十
七
年
二
月
二
日
に
は
昭
和
天
皇
、

皇
后
両
陛
下
が
当
神
社
に
御
親
拝
さ
れ
ま
し
た
。

つ
い

で
昭
和
五
十
四
年
は
西
南
の
役
よ
り

一
〇
〇
年
に
相
成

り
、
荘
厳
な
る

一
〇
〇
年
祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。
其

の
記
念
と
し
て
遺
品
殿
の
新
設
並
境
内
の
整
備
等
も
執

り
行

っ
て
居
り
ま
す
。
又
昭
和
六
十
年
六
月
七
日
に
は

三
笠
宮
両
殿
下
も
御
参
拝
さ
れ
特
に
境
内
を
彰
徳
苑
と

命
名
下
さ
れ
ま
し
た
。　
一
一
〇
年
に
は
、
廻
廊
と
社
務

所
等
の
改
修
が
さ
れ
ま
し
た
。
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一
一月
二
日

御
　
由
　
緒

多
賀
殿
の
御
祭
神
は
、
神
代
の
昔
い
ち
ば
ん

初
め
に
お
顕
れ
に
な

っ
た
御
夫
婦
神
様
で
、
我

国
の
国
土
、
山
川
草
木
を
は
じ
め
八
百
万
の
神
々

を
お
生
み
に
な
り
、
最
後
に
天
照
大
御
神
を
お

生
み
な
さ
れ
た
神
様
で
あ
り
ま
す
。
国
生
を
終

え
ら
れ
た
二
方
の
大
神
は
、
い
ま
の
滋
賀
県
犬

上
郡
多
賀
町
の
杉
坂
山
に
お
降
り
に
な
り
御
鎮

座
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
代
々

の
皇
室
を
は
じ
め
昔
か
ら
多
数
の
人
々
に
お
伊

勢
様
の
御
親
　
延
命
長
寿
夫
婦
和
合
、
ま
た
縁

結
び
の
神
と
し
て
尊
崇
せ
ら
れ
お
多
賀
様
と
馴

れ
親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
戦
後
、
護
国
神
社

が
国
の
援
助
の
途
を
と
ざ
さ
れ
、
御
英
霊
を
お

護
り
す
る
た
め
、
昭
和
二
十
四
年
九
月
、
元
官

幣
大
社
の
多
賀
大
社
よ
り
御
祭
神
を
札
幌
護
国

神
社
多
賀
殿
の
大
神
と
し
て
お
招
き
じ
、
お
ま

つ
り
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。
又
、
山
鼻
地
区

を
お
守
り
し
て
き
ま
し
た
山
鼻
神
社
の
御
祭
神

が
昭
和
四
十
六
年
九
月
に
多
賀
殿
の
相
殿
に
お

守
り
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。
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○
厄
　
　
　
祓
　
一
一月
　
一二
日

〇
七

五

〓
一
祭
　
十
月
十
五
日

当
日
以
外
で
も
執
り
行
い
ま
す
。

○
神
前
結
婚
式

○
初

宮

詣

○
学

業

祈

願

○
交

通

安

全

○
家

内

安

全

○
自
動
車
清
祓

○
そ
の
他
の
御
祈
祷
も
申
し
う
け
ま
す
。

出
　
張
　
祭
　
事

○
地
　
鎮
　
祭
　
○
家
　
　
　
祓

○
上
　
棟
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○
出
張
命
日
祭

○
竣
　
工
　
祭
　
○
神
　
葬
　
祭

〇
年
　
　
　
祭

1月  2.6. 12.18. 24.30
2月  4.10. 16.22. 28
3月  5。 11. 17.23.29
4月  8.14. 20.26
5月  2.7.13. 19.25.31
6月  5.11. 17.23. 29
7月  3.9.15. 21. 27
8月  1.7. 13. 19.25. 29
9月  4.10.16.22
10月  2. 8. 14.20. 26. 31
11月  6. 12. 18.24.28
12月  4.10.16.22.27

1月  9. 15. 21.27
2月  2.7.13.19.25
3月  3. 8. 14.20.26
4月  1. 5. 11.17.23. 29
5月  4. 10. 16. 22. 28
6月  2.8.14.20.26
7月  6.12.18. 24.30
8月  4. 10. 16. 22. 28
9月  1. 7.13.19.25.29
10月  5. 11. 17.23.28
11月  3. 9. 15. 21.25
12月  1. 7.13.19.30


